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第1636回例会
令和２年９月10日（18：30～19：30）

○ソング

　◦四つのテスト

○スマイルBOX

　◦吉野敬之会長（本日ホームミーティングの発表をしていただいた皆様、有難うございました。大変興味深く
拝聴させて頂きました。私事では有りますが念頭のゴルフ80切りをさせて頂きました。会長就任よりうれし
かったので多めにスマイルいたします。）

　◦堀田一彦幹事（とりあえずスマイルします。）
　◦金田昇会員（ホームミーティング、藤田班長お世話になりました。楽しい時間を過ごせました。）
　◦永野文雄会員（事務局大竹さん久しぶりです。ホームミーティング発表の皆様ありがとうございました。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２３名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ９名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６０．３８％

第1636回例会出席状況� （R２年９月10日)
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■会長の時間� 吉野敬之会長
　皆さん、こんばんは。本日も、例会に多数ご出席いた
だきましてありがとうございます。仕事がなかなか忙し
かったりするといろいろ心に余裕がなくなるものですが、
まさに今日わたくし非常に仕事が何かとばたばたとして
おりまして、上着を着てくるのを忘れたなというふうに、
忙しいといったら大住由香里さんみたいに実働が非常に
忙しい中、毎回毎回例会に出て来てくれてる方には申し
訳ないなということになるんですが、会長の時間も毎回
毎回何かしらかこんなことをお話しようとは思っては来
るのですが、あまり準備がなくてちょっと雑談めいた話
になるかもしれないですけど、わたくし2年程前から一
日一善活動というのを行っております。これは具体的に
これをやるあれをやるということではなくて、例えば道
を走っていて左車線から合流する車が来たらちょっと入
れてあげるとか。今までは多分止まらなかったものを、
ちょっと止まって入れてあげようとか、そういうほんの
ちょっとした事なんですけど、一日何かしら良い事を自
分が良いと思える事をしようということを心掛けていま
す。大した進歩はないんですが、意外とこれ精神的に
自分が良い事をしたなというふうになると、多少なりと
も一日機嫌よく陽気に過ごせるなというふうにちょっと
づつ思い始めています。前にもお話しましたが、船井総
研セミナーとかそういったところで宝石とか接客の勉強
会なんかに行きますと、割とそんなこともお話をされる
んですが、意識が変われば行動が変わる、行動が変われ
ば結果が変わる、結果が変われば更に意識が変わるとい
うふうに、これは正のサイクルというんですかね。どん
どん自分が自己肯定をして自分はこういうふうになれる、
こういうふうにやれた、だから次もこうなるだろうとい
うようなことをやっていくことが成長ですよというよう
なことを言われて、ちょうど2年前というのが大体ロー
タリーの会長に内定をした時期でございまして、私は少
しは人のためになれるような人間になろうかなというふ
うに思いながらそんなことを続けてまいりました。確か
に、ちょっとしたことを意識を変えるとさっき言ったみ
たいに気分も良くなるし、ロータリーというと超我の奉
仕というんですかね。私が勉強してて教えていただいた
のは、やっぱり似たような超我の奉仕みたいな形の話な
んですけども、すべてはやっぱり相手に対して奉仕をし
てそれによって相手に感謝されることが人生最大の喜び
だし、そういった奉仕をされてくることが、仕事、生活、
すべてにおいて向上していく源になりますよ。これは私
が聞いた時にはお釈迦様のお話、考え方から出てきてい

る言葉らしいですけども、割といろんな勉強会に行くと
言い方は別々なんですけどそんな話をよく聞くので、皆
様も多分そういった意識改革をされて今に至ってらっ
しゃるんだと思うんですけども、もしちょっとでも気に
なった方がいたらそんなふうに思っていただければいい
なというふうに思いました。私がロータリーに入ってい
つも思うんですが、何故か安部先生が会場にいらっしゃ
ると非常に落ち着くんですね。不思議ですね。ビタミン
剤というのは薬だけじゃなくて、やはり人なんだなとい
うところがありました。不思議なんですね、入会した頃
から安部先生が会場にいると妙に落ちつくんです。なん
かあれば安部先生の話をすると、みんな不思議とやっぱ
り安部先生の性格なんですかね、名前を出しただけでク
スクス笑いがもれるという、多分それだけ敬愛されてる
んだと思います。そういう晴らしい先輩方に支えられた
のも、きっとこういうふうに一日一善活動やそういう事
をしてきた結果、結ばれた縁だというふうに思っており
ます。なんか雑然としたお話でまとまりがなく大変申し
訳ございません。くれぐれも安部先生のご健康をお祈り
して、今日も会長の時間とさせていただきます。

■幹事報告� 堀田一彦幹事
◦国際ロータリー第2530地区ガバナー

事務所：青少年奉仕委員会セミナー
について

◦国際ロータリー第2530地区ガバナー
事務所：公式訪問について

◦東白川ロータリークラブ：年次計画書
◦ロータリー文庫運営委員会：ロータリー文庫開館時間

のご案内
◦（公社）日本ユネスコ協会連盟：2019年度活動レポー

ト

■本日のプログラム
ホームミーティング報告
◦第１班� 諸橋和典会員

　皆さん、こんばんは。第1班書記の
諸橋です。6月10日に骨折をしまして、
ちょうど3か月が経ちまして随分良く
なってまいりました。走ったりはでき
ないんですけども、日常生活には支障

ないようになりましたのでご心配をおかけしていました
が今のところ大丈夫です。というところで、第1班の報
告をしていきたいと思います。9月4日金曜日、18時よ
り青木会員の店「楓」で開催しました。班長は村上堅二
会員、メンバーとして遠藤敦パスト会長、石部辰雄会員、
前原俊治パスト会長、青木大会員、車田裕介会員、そし

（２）

本日のプログラム
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て書記としてわたくし諸橋和典、7名全員出席で行うこ
とができました。議題どおりに進行しまして、まず最初
に「35周年記念事業としておこなってみたいこと」とい
うことで、いろいろメンバーから聞きましたところ、高
校生を中心とした野球大会などはどうか、それとこう
いった時期なので外部との交流が難しいんではないかと
いうことで、ロータリー内部の回顧をきちんと西ロータ
リーの今まで何をやってきたかということをまとめて画
像化したり映像化したりして、ＤＶＤなどを作ってそう
いったものを例会で流して会員に再度振り返ってもらう
のはどうかなという意見がでました。それともう一つ、
なかなかメンバーからすると良いアイディアがでないの
で、若い人たちから何かやりたい事業をアイディアを募
集するというような事業もどうかなというのもでました。
そこでいろいろと話してた中で、国際奉仕委員長である
青木大会員から米山交換留学生のミャンマーから来てい
るチョウ・ナンダ・トゥンさんといろいろと話したとこ
ろ、ミャンマーでは通学に使う鞄があまりないというこ
とで、中学生や小学生からリュックやランドセルなどを
集めて、それをミャンマーに送ったらどうかというよう
な話がでました。これは本当に参加メンバー非常に良い
のではないかということで、ロータリーとして中学校か
らリュックサックなどを集めて米山留学生のチョウ・ナ
ンダ・トゥンさんを通してミャンマーに寄付したらどう
かというようなことがでて、是非それを実現化していこ
うというような話になりましたので、担当の方ご検討よ
ろしくお願いいたします。続きまして、2番の「現在か
ら未来に向けて私が考える西ロータリーの存在意義」と
いうことで、これは非常に難しいテーマですけれども、
前原会員から仕事以外の知り合いが少ない中、縁があっ
て西ロータリークラブに入会してとても楽しいというこ
とがでました。それはやっぱり、親睦が重視されてると
いうことと、四つのテストというのがあって、それがと
ても生活の中とかそういったことに役立っているという
ようなお話を聞きました。ということで、その四つのテ
ストというのがロータリークラブの存在意義なんじゃな
いかなということがでました。いろいろ話していく中で、
ロータリークラブの本質的な目標というのは何かという
ことになって、奉仕なのか親睦なのかというところがで
ました。その中で、親睦を深めることによってよりみん
なの協力が得られて、良い職業奉仕だったり高い奉仕が
できるんじゃなかなということは言われてました。そう
いうことで、親睦を深めることが非常にロータリーの活
動意義としては大きいんじゃないかなというところです。
ホームミーティングはどの程度他のクラブでやられてる
かわからないですけども、ホームミーティング事態は親
睦を深めるための活動とすれば、非常良い活動なんじゃ

ないかなというようなことを皆感じていたようです。ま
た、青木会員のところで非常に美味しい食事もいただき
まして、持ってくるのが面倒くさいのか私のところには
3リッターくらい入るビールジョッキを持ってきていた
だきまして、濃厚接触を避けるためかわからないですけ
ど、非常に大変美味しいお酒と食べ物を食べることがで
きました。その会場を作っていただきました青木会員、
そして給仕していただきました青木会員の奥様に感謝申
し上げまして、第1班のホームミーティングの報告とさ
せていただきます。

◦第２班� 十文字光伸会員
　皆様、こんばんは。第2班書記の十文
字です。先日、9月4日金曜日、18時30
分より「牛楽」さんにて第1回のホー
ムミーティングを行いましたので報告
をさせていただきます。参加者は、池

田班長、吉野会長、堀田幹事、富永章会員、吉田充会
員、佐藤幸彦会員、書記十文字の合計7名で行われまし
た。まず初めに、テーマ1の「35周年記念としておこ
なってみたい事業について」ですが、こちらにつきまし
ては、まず初めに渋沢栄一さんに関連する事業を南湖公
園で何かできないかそういった意見や、南湖神社に植林
をするといった南湖公園、南湖神社をベースとした事業
案がでております。次に、先程の第1班と一緒にはなる
んですが、米山記念奨学生のチョウ・ナンダ・トゥンさ
んの出身国であるミャンマーでは、小学生のランドセル
が不足しているという情報がございましたので、こちら
に対して寄付を行う事業案です。その際に、スマイル金
の一部を充ててみてはどうかというご意見もでておりま
した。その他、中学生を交えたボランティア関連の事業
案ですが、特に進学を控えた学生さんは社会奉仕活動を
することによって内申書等にも良い影響が出るのではな
いかといったところから、谷津田川周辺や南湖公園、小
峰城周辺のごみ拾いなどのボランティア事業が挙がって
おります。また、現在予定しています野球大会につきま
しては、コロナの影響が今後どうなるかによってはテニ
スやバレーボール、他にも検討をする必要があるので
はないかといったご意見が出ておりました。続きまし
て、テーマ2の「現在から未来へ向けて私が考える白河
西ロータリークラブの存在意義、在り方」につきまして
ですが、現在他のロータリークラブは会員が減少傾向に
あるようで、8人入会したら6人退会してしまったなどの
話も聞こえてるといったことから、その点白河西ロータ
リークラブは退会者も少なく、年々会員数も増え続けて
いると言われております。要因といたしましては、若手
メンバーから年長者のメンバーまで軋轢もなく非常に良
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好な関係を築けて楽しんでいるからではないかといった
意見もございまして、今後も各会員がしっかり役割や役
目を果たし、楽しんで活動をしていくことが白河西ロー
タリークラブの未来への在り方であり、組織の強化発展
にも繋がっていくのではないかといった話になっており
ます。また、二次会等もございまして、私はちょっとお
酒が飲めないというかアルコールが弱い体質で、書記と
いうことで参加させていただきました。案の定、二次会
では酔うことがないので意外とぽつんとすることがござ
いましたが、会長、幹事に暖かくサポートしていただい
て、先輩方の気遣いというか心優しいサポートに対しま
して御礼を申し上げながら、そして班の皆様にいろいろ
面倒を見ていただいたことを感謝申し上げながら第2班
の報告とさせていただきます。

◦第５班� 熊澤直紀会員
　皆様、おばんでございます。5班の熊
澤です。それでは、5班のホームミー
ティングの報告をさせていただきます。
まず、私は班長だったんですね。書記
が根本会員なんですけど、ちょっと例

会に出席できないということで代わりに私が発表いた
します。他にメンバーは、中目会員、鳴島会員、渡部
（則）会員、大住会員、横田会員なんですけれども、渡
部会員と大住さんはお仕事の都合上、ちょっとご欠席と
いうことですし、横田さんも職業奉仕ということで急遽
欠席ということで、7名中結局4名ということでちょっと
寂しかったんですが、おとといの9月8日火曜日、「アジ
アン」で行いました。4名ではあったんですけども。直
前会長と前前会長がいらっしゃいましたので、かなり真
面目に真剣に論議をさせていただきました。まず、一つ
目の議題の「35周年記念としておこなってみたい事業に
ついて」でありますが、まずは一般的なご意見で記念植
樹とか学校等への寄付、現在のコロナの状況を踏まえて
マスクや防護服の寄贈とか一般的なご意見もありました
けども、その他にはいつも大変会員でそのご家族にもご
迷惑かけたりいろんな支援もいただいてますので、その
会員の家族への慰労を目的にＧｏＴｏキャンペーンなん
かも活用しながら、温泉旅行とか日帰りバス旅行とか案
も出たんですが、結局コロナの状況も踏まえてなかなか
旅行は難しいだろうなみたいなこんな話もありました。
結局、今回は10年単位の大きな節目ではなくて5年単位
ですので、盛大な事業というよりは過去の5年単位の事
業にならって会員全員がこのロータリーに対する思いを
綴る文集にまとめるというようなご意見でまとまった感
じでございます。続きまして、二つ目の議題の「白河西
ロータリークラブの存在意義、在り方は」ということな

んですが、いろいろなご意見がでたんですけども最後の
まとめとしては、現在の白河西ロータリークラブの立ち
位置は親クラブであります白河ロータリークラブさんよ
りも会員数が多い58会員所属しているという、県南地区
最大規模のロータリークラブであるということが本当に
大きな存在意義であるということです。これは過去、い
ろんなあらゆるルートで先輩が後輩を紹介するという良
い伝統がありますので、是非この良い伝統を継続しなが
ら会員数を維持、もしくは拡大してその存在意義を継続
していくと、こういった意見でまとまりました。それか
ら、あとはホームミーティング自体の感想もふまえて
非常に良かったねということでして、会員の中目会員と
渡部会員からそれぞれ日本酒とウイスキーの差し入れも
いただいて、かなり酒量も多くて翌日体も私かなり痛ん
でたんですけど、あとは根本会員の美味しい料理もいた
だきながら会を進めたんですけども、そういったお酒も
交えて会員の皆さんと楽しくゆっくり話すことができた
と。そんな中で、普段こういった例会では聞けないロー
タリークラブの過去のいろんな歴史とか、それから様々
なイベントとか、そういった貴重なお話も聞くことがで
きましたということで、コロナの影響でちょっと参加メ
ンバーが少なかったのは残念だったんですけど、やっぱ
りホームミーティングそのものの目的とか意義とかその
良さを改めて感じることができましたので、そういうの
を是非存在意義として継続していきたいと、こんなご意
見でございました。

◦第６班� 大竹憂子会員
　皆さん、こんばんは。6班の書記を務
めました大竹憂子です。6班のメンバー
ですが、班長が三瓶徹会員、参加者は
鈴木典雄会員、安部和夫パスト会長、
永野文雄パスト会長、居川孝男パスト

会長、櫻岡敏之会員でメンバーは7人なんですが、参加
者は6人で班長の三瓶会員が参加できなかったので、そ
れで鈴木会員に代理班長を務めていただきました。ま
ず、テーマ1の「35周年記念としておこなってみたい事
業」ということだったんですが、2班で出ましたが私共
の6班でも渋沢栄一関連で白河の観光にプラスになるよ
うなものをゆかりある場所に何か建てる設置する、そん
なふうなのはどうだろうかという意見がありました。そ
れからあとはＧＫＢ、先日の大会の様子だったり結果な
どを発表するのもいいんじゃないかという話が出て、ま
たそのＧＫＢの時に中学生と子供たちと一緒に今後、奉
仕活動をしたいという先生方の話とかもあったのでとい
う話もちょっとさせていただきました。それから、小峰
城や南湖公園に以前ベンチを寄贈したことがあるがそれ
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がもう随分古くなってるので、改めて小峰城や南湖公園
にベンチを寄贈するというのはどうかという意見もあり
ました。それから、ミャンマーの留学生にお話を聞いた
りした時に鞄が不足しているということで、使わなく
なったランドセルもみんなで集めて送るという事をやっ
てみたらどうかという話になりまして、その子供たちと
一緒に奉仕作業とか、ミャンマーに鞄を贈るとか、そう
いうのを35周年を機に今後続けていけたらいいなという
話をしました。続きまして、テーマ2のほうですが「現
在から未来に向けてという私たちの考える白河西ロータ
リーの存在意義、在り方」ということで、まず最初に話
になったのが、若いメンバーには毎週の例会は大変かな
という話がでて、出席率が悪いので西ロータリーをよく
わかっていなくてという話がでたりしたんですよ。そう
すると、先輩方が参加していると自然にいろいろと学べ
るよって、互いに仕事を回して助け合うこともできるし
とか、いろんなお話を聴けたのがすごく勉強になりまし
た。また、メンバーの人数なんかに対してもいろんな意
見が出まして、メンバーを100人にしたいとかいう話が
ありまして、これはメンバーが多いと活動の幅だったり
とか、中身、内容、そういうものがいろいろと広がりを
持つことができて、いろんな可能性を見出せるというこ
とで、人数を増やしたいという話でした。それと反対に、
現状維持がいいという方もいらっしゃって、今現在、県
南で一番人数も多いので他のクラブとのバランスを保つ
という意味も込めて現状維持がいいかなという、そうい
うお話もありました。最後に皆でこんなことを言ってた
んですけど、出席して顔を合わせるのが大事。それから、
このようなホームミーティングが大事。そして、永野さ
んの存在が大事、そんな感じで皆で楽しく会話をして終
わりました。

◦吉野敬之会長
　開会の時より、若干というかかなり
嫌な予感はしていたのですが、毎回
ホームミーティングの発表と申します
と、笑いに包まれてるお話は結構ある
んですが、なかなか場が持たないとい

いますかそんな時間がもたないので、さっき幹事とも多
分春の第2回ホームミーティングの発表は1日くらいでい
いんじゃないなんて、ちょっと変えましょうかなんて話
をしてまして、もしその日どうしても発表者が来れなけ
れば翌週にちょっとやってもらうとか、2週に渡ってこ
の貴重な例会の時間を費やすのはいかがなものかななん
ていうふうに思っていたんですが、先程来皆様から貴重
なご意見を拝聴いたしまして、大変ありがたく、また興
味深く聞かせていただきました。私は先程の話の中で第

2班でお話をさせていただいたんですが、まずこんなに
難しいテーマを出すから話にならないだろうってあるパ
スト会長の方から言われまして、最近私も会長会長なん
て言われて若干いい気になってたんですけど、やっぱり
そこには先輩後輩の絶対的な縦社会が存在しておりまし
て、大体お前がこんな難しいの出すから他の班は多分議
論になんねえぞなんていう事を言われまして、挙句の果
てにメンバーを増やす話になりましたら、大体地区から
言われたからってお前4人とか8人とか、そんなに勝手に
8人増やせなんて言ってる地区の意見にふんふん言って
るお前もどうなんだみたいな話になりまして、他の班で
もきっとこれぐらい激論があったのかなと。ただ、発表
の時点は私にお気遣いをいただいてかなりそのせめぎあ
いの部分はオブラートに包んで今日発表されなかったか
なというふうに思って、今うんうんと何人かがうなずい
ておりましたが、まず本来的にはホームミーティングの
テーマというのは結論ありきとかそういったことではな
くて、皆さん方が毎回言っておられるように、また今回
大竹会員のほうからお話があったように、こういうホー
ムミーティングをやって皆でいろんなことを喧々諤々話
をしたり、昔の話をしたり、今の何か議題になるような
ことを話をしたりというような中で懇親を深めてパイプ
を深めるということが一番の目的だと私は思ってます。
その中で、ロータリーの公式行事としてやる以上、ただ
の飲み会というわけにいかないだろうということで、そ
こで登場したのがこのテーマだと思いますので、この
テーマが結論があったり議論の末に何かを導き出さなけ
ればいけないというような趣旨のものでないというふ
うには認識しております。ただそれにしても、確かに
ちょっと難解なテーマだったのかなというふうには若干
某先輩から言われたので謙虚に受け止めて次回には反映
させたいと思うのですが。この1番目のテーマに関しま
しては、5年前も30周年の時には私ちょうど幹事だった
ので、こんな議題を出して皆さんからご意見を集約した
なというふうに思いだしてこのテーマを付けさせていた
だきました。そしたら、今回どうも情報漏洩がかなり
あったみたいで、各班からランドセルの話が沢山出てお
りまして、どこかから多分情報が漏洩してるんだなと思
いましたが、もうほぼこれはここまで各班の話し合いの
中でこれいいんじゃないという方向性が導き出されてい
るので、実行委員長からも実は私もそういうお話を聞い
て、実行委員長が非常に良いお話をしていただいたので
前向きに進めましょうと。具体的に、チョウ・ナンダさ
んが今ちょっと母国のほうに戻れなくて、その辺の連絡
等が実態調査とかがわからないので、ちょっと進み方が
遅いけど出来ればそういうふうにしていきたいというお
話は実行委員長を中心に、国際奉仕の青木委員長と共に
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徐々に固まりつつあるというふうなのが現状だそうです
ので、これは何とか形になるといいなと思っております。
それも含めて、皆さんからいただいた渋沢栄一公に関わ
る事業であるとか、記念植樹であるとか、そういったこ
とを参考に35周年実行委員会の中でこれを参考に話をさ
せていただきたいなというふうに思っております。2番
目のお話は、先週の例会で私もお話させていただいたん
ですが、先程のメンバーの増強のところにも多少かかる
話かなとは思うんですが、私がこの立場で個人的な話と
いうのも変なんですけど、私見も入るかもしれませんけ
どロータリークラブのＲＩから各地区に活動方針が示さ
れた中で行っていくものと、実際にこのロータリーの単
クラブで行っていくことというのは、若干似て非なるも
のの部分というのがあるという実感は私は持ってますし、
それ実体だと思うんですよね。例えば、口の悪い人は上
納金なんて言いますけども、人頭分担金等々言ってＲ
Ｉに収める金額であるとか、そういったものはＲＩの活
動を支えるための活動資金として非常に必要であるけど、
正直そんなことを言っちゃいけないのかもしれませんけ
ど、僕らの周りにポリオの人は誰もいないのでポリオの
為にお金使うんだったらば、身の回りのちょっと生活が
困難だったり、生活弱者であったり、今であればコロナ
で苦労されてる方達に直接お金を届けたほうがいいので
はないかなと思う方も多分いっぱいいらっしゃって、そ
れが実際のＲＩという組織の中にいる我々として実際に
ＲＩが目指すものと、私たちの実情の違いがそこには絶
対あるのではないかという思いがまずあります。それに
関して、その中でこの前もお話しましたけども、ＲＩの
思いを伝えてメンバーを募集しても果たしてそれを知ら
ない方にお話した時に伝わるのかなと。こういうふうな
奉仕をするためにポリオの為にお金を出して等々わかり
やすく説明しても、多分それは勧誘する方には響かない
ものだと思うので、そういったものを一度自分たちの言
葉に置き換えるといいますかチェンジして皆さんにお伝
えするとしたら、どんなことがお伝えするにはふさわし
い言葉であったり、内容なのかなということは、ちょっ
とこれから考えていく必要があるのではないかというよ
うなことを話し合ってほしいなということで、先週お話
をさせていただいた次第でございます。こうやってお
話しても若干また難しい話になるのかもしれないです
が。これが会員拡大に繋がっていく根本であり、今後そ
の会員拡大をしていく中で入っていただく方が次世代と
いいますか、今後のロータリークラブ西クラブの根幹を
支えていく人材に育っていくのだとすれば、やはりその
人たちをしっかり誘うために私たちはどういう事を伝え
て、どういうメンバーを集めて、どういう人たちと手を
加えて手を繋いでやっていく必要があるのかなというこ

とを、毎年毎年皆さん考えてらっしゃるとは思うんです
が、この週年という5年という節目で考えてみるのもい
いんじゃないですかという思いでお話をさせていただき
ました。先日のホームミーティングの時に、そのお話を
したら地区が8人って勝手に決めてそんなの押し付けら
れて、それをうんうんと言ってるお前はどうなんだとい
うふうなご意見も頂戴しましたが、やはり数は力とさっ
き第5班の発表で、現状県南最大クラブでやっぱり数は
力だっていうふうなお話が熊澤会員からありましたけど、
やはりそれは実際そうだと思うんですよね。私も増やせ
るだけ増やしてもいいんじゃないかなっていうふうに若
干思っています。これでもう70でいっぱいだよねとか、
80でいっぱいだよねじゃなくて、どんどん増やせるもの
なら増やすのはそれは構わないと。ただ、これ強引に増
やすというよりはやっぱりそういうふうな魅力のあるク
ラブになれば自然と増えていくと思うので、そういうふ
うに増やすというよりは増えるというふうなクラブ運営
をしていきたいなと思うし、そのために皆さんにいろい
ろとお知恵を拝借できたらなと思ってこんなお話をさせ
ていただきました。実際には、来週またほかの班のご意
見等をお伺いして、実はこういう難解な取りまとめは私
も頭の出来があんまり良くないのでビジョン推進委員長
の宮本先生のほうにこの話を振って、最終的にそういっ
たところを議論して、方向性を決めていただいてまとめ
ていただきたいとお願いをして委員長を引き受けていた
だいておりますので、きっと皆さんが目から鱗が落ちる
ような素晴らしい方向性を宮本先生が見出していただけ
ると私は信じておりますので、最後に下駄を預けたよう
で申し訳ございませんが、そういった趣旨でやらせてい
ただきました。本当に皆さん方から貴重な意見が出てい
るのが嬉しいですし、何よりも本当に皆さん方が楽しい
懇親の場を持たれたのだなというふうに皆さんの発表を
聞いて伝わってまいりました。それがまた、一番の私の
喜びだなと思います。それがあればやっぱり西クラブの
結束は崩れず、また更に前進していけるのかなと、今4
つの班の発表でしたけどそういうふうに思った次第でご
ざいます。最後にお願いです。できれば、来週はわたく
しにお話が回らないように、是非皆さん5～6分から10分
程度の内容をしっかりと作ってきていただいて発表して
いただければ本当に幸いだと思います。


